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全国の青少年（小・中学生、高校
生、専門学校生、大学生(院生含む)）
を対象として、「近くの森ってどんなと
ころ？」をテーマとした「身近な森フォト
コンテスト」の募集を行っています。 

応募締め切りは１１月３０日まで。 
詳しくは、掲載チラシのとおりです。 
 青少年の皆様からのご応募、お待ち
しております！ 
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箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、主に京都、大阪の都市周辺の国有林野をフィールドとして、ＮＰＯ、ボ

ランティア、地域住民等による自主的な森林づくり、里山の整備、自然再生活動、森林環境教育などへの技術指

導等の支援に取り組んでいます。 

小・中学生、高校生、大学生等が撮った「身近な森」の写真大募集！ 
～平成１８年度身近な森（里山）フォトコンテスト作品募集開始～ 

当センターでは、次世代を担う子ども達の身近な森への関心を高めるなど、森林環境教育の観点から、
昨年度より、中学生～大学生までの青少年を対象とした里山フォトコンテストを実施しております。 

今年度は、「身近な森(里山)フォトコンテスト」と題し、募集対象に小学生を加え、対象範囲を全国に広げ
て実施しています。 
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５月２７日(土)、第３回目の検討委員会（委員長：甲南大
学谷口文章教授）を、近畿中国森林管理局会議室（大阪
市）において開催しました。 
今回の検討委員会では、プログラムの原案、スケルトン

案、スケジュール案のほか、プログラムを作成するにあたっ
ての試行的実践の場として設定する「モデル校事業」の検
討を行いました。 
委員からは、「理論・理念をしっかり持ったプログラムの作

成を。」など、様々な意見・要望が出され、今後これらの意
見等を基に、モデル校での実践を踏まえながら、内容の充
実したプログラムの作成を目指します。 
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平成１７年度里山フォトコンテスト入選・応募作品につい
て、多くの人が訪れる会場等で次々と展示を行っています。 
５月１８日(木)～３１日(水)まで「ひと・まち交流館京都」に

おいて全応募作品展示を、６月１９日(月)～２５日(日)まで
「京都中央郵便局」において入選作品展示を行いました。 
また、７月１日(土)～８月３１日（木）までは、岡山森林管理

署主催で、操山公園里山センター(岡山市沢田)において、入
選作品展示を行っています。 
青少年の作品をより多くの人に知ってもらう機会となる展

示に、今後とも積極的に取り組んでいきます。 
 

森林ボランティアの名人を目指して！ 
～森林ボランティアマイスター養成スクールを開講～ 

箕面森林環境保全ふれあいセンターでは、主に京都、大阪の都市周辺の国有林野をフィールドとして、ＮＰＯ、ボ

ランティア、地域住民等による自主的な森林づくり、里山の整備、自然再生活動、森林環境教育などへの技術指

導等の支援に取り組んでいます。 

近年、様々なボランティア活動が活発化する中で、森林づくり活動
においても多様化しているニーズに対応できるよう、より広範囲な知
識と技術を備えた「森林ボランティアマイスター(名人)」の養成を目的
として、６月２５日(日)にスクールを開講しました（スクール生１５名）。 
本スクールでは、昨年度までのスクールで実施していた下刈、間伐

などの森林整備や安全管理に関する知識、技術などに加え、「森林の
もつ多面的機能の重要性の理解」、「森林資源を活用した循環型社
会システムの構築」や「森林整備と木材利用の必要性」などのテーマを
カリキュラムに追加し、１２月までの間に講義を２回、野外実習を５回
の計７回実施することとしています。 
 

モデル校での実践をとり入れた新たなプログラムの作成に向けて・・ 
～第３回森林環境教育プログラム等検討委員会を開催～ 

青少年青少年青少年青少年のののの里山里山里山里山フォトコンテストフォトコンテストフォトコンテストフォトコンテスト作品作品作品作品をををを次次次次々々々々とととと紹介紹介紹介紹介 
～～～～平成平成平成平成１７１７１７１７年度里山年度里山年度里山年度里山フォトコンテストフォトコンテストフォトコンテストフォトコンテストのののの入選入選入選入選・・・・応募作品応募作品応募作品応募作品をををを各地各地各地各地でででで展示展示展示展示～～～～    
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